
　
本
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

ふ
る
さ
と
で
学
ぶ
健
康
で
心
豊
か
な

児
童
の
育
成
」
を
目
指
し
、
学
校
応

援
団
・
地
域
の
皆
さ
ん
・
施
設
・
環

境
等
地
域
の
支
援
を
う
け
な
が
ら
、

竹
間
沢
の
よ
さ
を
学
ぶ
教
育
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
具
現
化
に

向
け
、「
体
験
活
動
」
を
重
視
し
、
生

活
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中

心
に
発
達
段
階
に
応
じ
た
学
習
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

【
１・２
年
生
】
６
月
に
三
芳
町
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
三
芳

町
特
産
品
「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
の
苗
の

植
え
付
け
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
学

校
フ
ァ
ー
ム
で
育
て
ま
す
。
10
月
の

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
通
じ
、
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
農
家
の
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

【
３
年
生
】
竹
間
沢
公
民
館
で
、
高

齢
大
学
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
七
夕
飾

り
を
作
り
ま
す
。
自
分
の
夢
を
願
う

と
共
に
、
地
域
の
人
と
の
心
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

竹
間
沢
ホ
タ
ル
育
成
会
の
協
力
に
よ

り
、
こ
ぶ
し
の
里
で
ホ
タ
ル
の
幼
虫

を
放
流
し
て
い
ま
す
。
竹
間
沢
の
自

然
に
ふ
れ
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
４
年
生
】「
ふ
る
さ
と
竹
間
沢
」
を

テ
ー
マ
に
年
間
を
通
じ
て
、
竹
間
沢

の
人
・
自
然
・
環
境
・
伝
統
文
化
に

学
ぶ
体
験
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
や
竹
間
沢
車
人
形
保
存

会
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
協
力
に
よ

り
、
伝
統
の
あ
る
竹
間
沢
車
人
形
・

藍
染
め
・
農
業
等
に
つ
い
て
体
験
を

通
し
て
学
び
、
郷
土
愛
を
は
ぐ
く
ん

で
い
ま
す
。

【
５
年
生
】「
共
に
生
き
る
・
見
つ
け

よ
う
外
国
の
よ
さ
・
日
本
の
よ
さ
」

を
テ
ー
マ
に
淑
徳
大
学
の
留
学
生
と

の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア

（
中
国
、
台
湾
な
ど
）
に
つ
い
て
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
日
本
の
こ
と
を
伝

え
た
り
も
し
ま
す
。
留
学
生
と
話
し

た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
中
で
、
心
の

交
流
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

【
６
年
生
】「
今
、自
分
に
で
き
る
こ
と
」

を
年
間
の
テ
ー
マ
と
し
て
福
祉
へ
の

理
解
を
深
め
ま
す
。
聴
覚
障
が
い
者
、

手
話
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
か
ら
手
話

を
学
び
、
音
楽
会
や
発
表
会
で
披
露

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
、
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
す
る
心
を
は
ぐ
く
む

教
育
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。　　

　江
戸
と
川
越
を
結
ぶ
路
と
し
て
、

ほ
ぼ
並
行
し
て
走
る
二
つ
の
路
が
あ

り
ま
し
た
。
一
つ
は
陸
路
の
川
越
街

道
、
も
う
一
つ
は
水
路
の
新
河
岸
川

で
す
。
町
内
に
は
、
要
路
で
あ
っ
た

新
河
岸
川
の
河
岸
場(

船
着
場)

に

通
じ
、｢

河
岸
道｣

と
呼
ば
れ
た
東

に
向
か
う
道
が
幾
筋
か
存
在
し
ま

す
。 

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
川
越
街
道

と
交
差
し
ま
す
が
、
川
越
街
道
の

東
側
に
集
落
の
広
が
る
竹
間
沢
に
残

る
河
岸
道
だ
け
は
川
越
街
道
を
横
切

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
竹
間

沢
に
残
る
河
岸
道
は
、
竹
間
沢
小
学

校
の
東
側
を
走
る
道
で
、｢

市い
ち
か
い
ど
う

街
道

｣

と
も｢

河
岸
道｣

と
も
云
わ
れ
、

こ
の
道
の
両
端
の
行
き
先
を
示
し
て

い
ま
す
。

　こ
の
道
を
南
西
方
向
に
辿
る
と
、

信
号
機
の
あ
る
五
叉
路
と
な
り
ま

す
。
か
つ
て
こ
の
辻
で
は
、
ほ
ど
近

く
に
あ
る
竹
間
沢
の
不
動
様
（
光
明

院
）
の
修
験
者
に
よ
り
火
渡
り
の
行

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
不
動

様
の
入
口
に
立
つ
地
蔵
尊
も｢

市
街

道
の
地
蔵｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
南
に
直
進
す
る
と
新
座
市

中
野
の
跡
見
女
子
大
学
前
で
川
越
街

道
に
合
流
し
、
柳
瀬
川
を
越
え
て
大

和
田
に
至
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
大

和
田
宿
で
は
、｢

ゴ
ト
ウ
市｣

と
い

う
五
と
十
の
付
く
日
に
定
期
的
に
米

市
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
市
に
向

か
う
道
と
い
う
こ
と
で｢

市
街
道｣

と
呼
ば
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　反
対
の
北
東
方
向
に
進
む
と
、
竹

間
沢
と
針
ヶ
谷
の
境
で
町
道
二
三
号

線
に
合
流
し
、
東
上
線
の
踏
切
を
越

え
、
六
道
の
辻
（
並
木
の
交
差
点
）

か
ら
水
谷
小
学
校
前
を
経
て
、
町
屋

交
差
点
の
道
標
が
指
し
示
す｢

山

下
川(

河)

岸｣

へ
進
め
ば
水
子
の

山
下
河
岸
へ
、｢

ひ
き
又｣
へ
進
め

ば
、
県
道
大
井
朝
霞
線
を
通
っ
て
志

木
市
の
引
又
河
岸
さ
ら
に
は
二
と
七

の
日
に
市
が
立
っ
た
引
又
宿
へ
と
向

か
い
ま
す
。

　こ
の
道
の
ほ
と
ん
ど
は
拡
幅
さ
れ

た
舗
装
路
で
す
が
、
竹
間
沢
小
学
校

か
ら
北
東
に
向
か
う
道
筋
に
僅
か
に

残
る
畑
中
の
未
舗
装
路
を
歩
く
と
、

こ
の
道
を
往
来
し
た
人
々
の
姿
が
偲

ば
れ
ま
す
。

「ふるさとを愛し、ふるさとで学ぶ健康で心豊かな児童の育成」

　　みよし歴史探訪　文化財を訪ねて

教育・文化

【問い合わせ】竹間沢小学校　☎ 258-3235

【問い合わせ】　文化財保護課　☎ 258-6655

第21回　～  新河岸川に向かう河
か し み ち

岸道① 竹間沢に残る河岸道　～

　　教育トピックス　竹間沢小学校

Education
Culture
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写真 竹間沢小学校の東側を走る「河岸道」

「見て！大きいよ！」（サツマイモ掘り1・2年生)
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イベント
インフォメーション

楽しいイベント情報が満載
子どもから大人まで楽しめます

総合体育館 問い合わせ　総合体育館☎ 258-0311 http://www.miyoshi-culture.jp/arena/index.html

　埼玉西武ライオンズ「野球教室」

問い合わせ　歴史民俗資料館☎ 258-6655　http://www.jade.dti.ne.jp/miyoshir/歴史民俗資料館

問い合わせ　コピスみよし☎ 259-3211　http://www.miyoshi-culture.jp/コピスみよし

箏＆フルート無料ライブ

日本の伝統楽器「箏
そう

」と、西洋楽器の代
表格「フルート」でお届けする、和洋の
名曲をお楽しみください。

公演日時 12 月 8 日㈯開演 11:00
入場料 無料

投げる！守る！打つ！！西武ライオンズ OB がプロの技
術を直接指導します。見学は自由です。野球に興味のある
保護者、野球指導者の人も子どもたちへの指導方法などの
参考になります。西武ライオンズ OB を一目みたい人も
ぜひお越しください。目からウロコの野球教室です！

日時 12 月８日㈯ 9:45 ～ 12:00 ( 受付 9:15)

場所 運動公園グラウンド
雨天：総合体育館アリーナ

対象 小学 4 ～ 6 年生の野球経験者
講師 西武ライオンズ OB

問い合わせ 総合体育館☎ 258-0311 まで

心にあたたかい灯火を
クリスマスコンサート

公演日時 12 月24日( 月･祝 )14：00 開演

入場料
（全席指定）

大人（高校生以上）2,500 円
ピノキオ（小･中学生）1,000 円
バンビ（未就学児童）500 円
※２歳以下は入場不可

豊かな情操教育に取り
組む世界的ピアニスト
の仲道郁代さんが、ピ
アノと絵とお話で贈る
物語「不思議ボール」。
家族みんなであたたか
い気持ちになれるステ
キなひと時を…。

撮影:Kiyotaka Saito

さわってみよう・吹い
てみよう、フルート

公演日時
1 月 19 日㈯
ワークショップ 14:00 ～ 15:00
ミニライブ開演 15:30

入場料
ワークショップ参加費（ミニライ
ブ込）1,000 円（定員 20 人）ミ
ニライブのみ 300 円 

フルート初心者
の小・中学生を
を対象に体験型
講 座（ ワ ー ク
ショップ）を開
催！フルートの
ミニライブもあります。丁寧に指導する
ので、お気軽に申し込みください。
※フルートの無料貸出しあり

『サツマイモ 資料館移動展示』開催中
サツマイモについての様々な展示を、歴史民俗資料館、コ
ピスみよし内レストラン「ハーモニー」、旧島田家住宅脇
展示室で同時開催中。

期間 12 月 23 日㈰まで
場所 歴史民俗資料館、コピスみよし内レストラン

「ハーモニー」、旧島田家住宅脇展示室

第 1 回入間東部地域史研究発表会
～モノからわかる人の動き～

三芳町、富士見市、ふじみ野市の歴史について、各市町
の学芸員が最新の研究成果をわかりやすく解説します。
皆さんの住む地域に埋まっている、たくさんの歴史を
探ってみませんか。ぜひご来場ください。

日時 12 月 15 日㈯ 13:00 ～ 15:30

場所 鶴瀬西交流センター講座室
（鶴瀬駅西口から徒歩 5 分）

内容

・旧石器時代の黒曜石はどこから来たか
・埼玉県外から運ばれた縄文土器
・江戸時代のお伊勢参り
・まぼろしの鉄道計画

定員 60 人
申込み 不要
主催 入間東部地区文化財保護連絡協議会

サツマイモの歴史や料
理、三富新田との関わ
りなど、会場ごとに異
なる展示内容です。
すべて回ればあなたも
サツマイモ博士 !?
どうぞご覧ください！

写真 昨年は元西武ライオンズ「松沼雅之」さん
が参加者に直接指導しました。


